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令和元年度の主な業績 事業計画

重点施策

経営の基本方針

本年度は新たな中期経営計画「Smart Shinkin 2022」
がスタートする重要な一年となります。
本計画は、「信用金庫であり続ける」をテーマに、当金庫

が地域に寄り添い、地域とお取引先の課題をワンストップ
で迅速に解決するシステムの構築を目指すもので、当金庫
とお客さまの双方向のコミュニケーションの一層の拡充
を図ります。
合併から６年を経過し「大阪シティ信用金庫」の経営基盤

をさらに強固なものとするため、安定収益力態勢の構築、
徹底した業務効率化により、健全性のさらなる強化を図り、
お客さまの負託に応え、地域経済の発展に一層貢献して
まいります。
そのために、本年度は新中期経営計画の初年度として
課題解決型金融を収益向上ビジネスモデルとして確立
させるために、ＴＳＰＥ（課題－提案－計画－実行）サイクル
の徹底、コンサルティング能力の向上に向けた実践的研修
を通じて人材を育成し、適材適所の配置と経営理念の共有
による高いチーム力が発揮できる態勢を構築します。
また、生産性を向上させるため、事務の集中化、ＩＴ活用

によるペーパーレス化など、業務効率化を進展させます。
店舗においては、ロビーコンシェルジュの配置により事務
処理の場からコミュニケーションの場へと変革させ、対面
取引と非対面取引の融合、さらに得意先係のバックアップ
機能を強化し、店頭での相談力の向上に努めてまいります。
得意先担当者も、これまでの対面営業とデジタル技術

を活用した非対面での対応の両面からお客さまとの
コミュニケーションをさらに深め、経営支援、事業承継、
Ｍ＆Ａなどの情報提供と提案力の強化を図ります。
リスク管理面では、経営目標等の達成に向けて能動的
にリスクを管理する枠組みであるＲＡＦの活用、マネー・
ローンダリング等の金融犯罪防止やサイバーセキュリ
ティへの対応、危機管理態勢を引き続き強化します。
これらの項目について、役職員全員が一丸となって
迅速に行動し、責任感を持ち、確実に徹底的にやり抜き、
新中期経営計画で目指す「地域密着による課題解決Ｎｏ.１」
の信用金庫の実現を図ります。
以上を踏まえ、令和２年度の「経営の基本方針」を以下

のとおりとします。

令和２年度の基本方針

ＴＳＰＥサイクルの徹底による課題
解決型金融モデルの確立

総合的なサービス提供による手数料
収益確保

統合データベースの活用による
お客さまへの提案力の強化

金融サービスの高度化と
安定収益力態勢の確立1

1

2
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業務の集中化やペーパーレス化、
ＩＴ等を活用した業務効率化の促進

業務補完態勢の確立および得意先業務の
バックアップ態勢構築による生産性向上

店舗レイアウトの見直しや移管の促進
など業務プロセスの効率化の一層の推進

業務効率化による
生産性向上2

1

2

3

店舗特性を生かした戦略的店舗
配置の実施

窓口業務の効率化によるお客さま
の利便性向上と事務処理の軽量化

対面取引と非対面取引の融合に
よるロビー戦略の構築

お客さま接点としての
店舗戦略の再構築3

金融サービスの高度化と
安定収益力態勢の確立1 業務効率化による

生産性向上2 お客さま接点としての
店舗戦略の再構築3

1

2

3

課題解決のための実践的研修の強化

チーム力を最大化できる職場風土の醸成

潜在能力の引き出しと適材適所の人材登用の実施

コンサルティング能力の向上と
人材の発掘による適材適所の人材登用4

1
2
3

潜在リスクの把握による管理能力向上とＲＡＦの活用

マネー・ローンダリング等の金融犯罪防止、サイバーセキュリ
ティ対策およびＢＣＰへの対応力強化

ガバナンスの浸透によるコンプライアンス意識の向上および不祥事防止

1
2

3

リスク管理能力の向上と対応力の強化5

コンサルティング能力の向上と
人材の発掘による適材適所の人材登用4 リスク管理能力の向上と対応力の強化5

製造業を中心にバランスを考慮した融資を行っています。

業種別貸出金残高状況
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平成31年3月末 令和2年3月末

自己資本比率は国内
基準を大きく上回る
8.59％を確保しました。

預金は、皆さまからの
信頼、信用をいただき、
堅調に推移しています。
貸出金は、事業性融資
を中心に多様な資金
ニーズにお応えする健全
融資の推進に努めま
した。 平成30年度
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コア業務純益 当期純利益 健全堅実経営を進めた
結果、当期純利益は30
億円を計上しました。
コア業務純益は25億円
を確保しています。

44

8.79%

14
12,980 12,829

預金・貸出金の推移 コア業務純益と当期純利益

自己資本比率

8.59%

国内基準
4％

製造業 
2,839（22.1％）

個人
2,100（16.4％）
地方公共団体
998（7.8％）
その他
2,420（18.9％）
不動産業
1,964（15.3％）

建設業 
1,155（9.0％）

卸売業・小売業 
1,351（10.5％）

合計
12,829億円
令和2年3月末

金融仲介機能のベンチマーク

全事業先に占めるメイン取引先数とその割合 

平成30年3月末 平成31年3月末
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1 メイン取引先の融資額

平成30年3月末 平成31年3月末 令和2年3月末

（単位 ： 億円）

2

6,000

4,000

2,000

0

5,310 5,3325,321

事業性評価に
基づく
融資先数
の割合

先数

3,870先

当金庫が関与した創業、第二創業の件数
創業計画の策定支援先数
創業期の取引先への融資先数

●事業承継支援の活用件数

●販路開拓支援を行った先数

●創業支援への取り組み

●事業性評価に基づく融資の実績

●メイン取引先に関する実績推移
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令和2年3月末改善メイン先融資残高推移
（単位 ： 億円）

4経営指標等が改善したメイン先数

平成30年3月末 平成31年3月末 令和2年3月末

（単位 ： 先）
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3,768 4,0354,026
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先

18.7%

その他の
融資

●

●

実績の実

事業性評価に
基づく
融資残高
の割合

融資残高

4,846億円

その他の
融資 56.2%

30
25

38.1 38.7 39.5

8,151




